
 

 

 

 

 

 

 

 

地域の方と共に菜の花畑を復活させる ～なのはなプロジェクト～ 

学校の北側約 200m のところにある畑に、４年生が保護者

や地域の方々と一緒に菜の花の種をまきました。黄色のじゅ

うたんが見られる来年の春が待ち遠しいです。 

昨年度、本校がコミュニティ・スクールになったことをきっ

かけにして「なのはなプロジェクト」が立ち上がり、地域の方

の協力を得て、プランターで菜の花の栽培を行いました。そし

て、卒業式には満開の菜の花が卒業生の花道を彩りました。そ

の様子は、かつて菜の花の栽培が盛んだった中部学区を知る

地域の方々にも喜ばれました。菜の花には、中部学区を笑顔にする

力があるのだと思いました。 

そこで、今年度も「なのはなプロジェクト」を継続し、さらに発

展させようと、プランターだけでなく、菜の花畑を再現することに

しました。地域に愛着をもつ子供になってほしい。絆を深め地域を

盛り上げたい。学校の思いと地域の思いが一致しました。子どもを

中心に、思いを一つにして協働することが、コミュニティ・スクール

です。学校運営協議会委員の方々のお力で、学校の近くに畑を借りる

ことができました。また、田植えや稲刈り体験でお世話になっている

合歓木町の二村誓也さんが、畑を耕したり、菜の花の種まきの方法を

教えてくれたりしました。そして、本校は菜の花に関わる活動を４

年生の総合的な学習の時間として教育課程に位置付けました。 

コミュニティ・スクールの象徴的な協働活動として、「なのはなプロジェクト」が一つ大き

く成長しました。今後、この「なのはなプロジェクト」が、持続発展可能な規模で展開できれ

ばと考えています。 
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新聞、CATV、ラジオが注目するプロジェクト 

道路際は丁寧にまきましょう 

プランター用は、まずトレイにまきます 
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学校を楽しくするのは自分たち ～六中小ハロウィン～ 

令和 5年 10月 31日（火）の 3時間目、6年

生の代表委員が企画した六中小ハロウィンが開

催されました。 

後期の委員会が始まった時、代表委員が最初

に意識したのは、前期の６年代表委員が５月の

運動会で「学校逃走中」を企画・運営し、大成功

を収めたこと。後期最初の委員会で「わたしたち

も、学校を楽しくするために何かやる」と意気込

んでいました。 

そこで、持ち上がってきたのがハロウィン。６

年代表委員は、休み時間などを使って何度も話し合いを重ね

て、校長室にも会の趣旨や計画を説明しにやってきました。ま

た、職員室の先生たちにも協力を依頼しました。 

「楽しい学校を自分たちの手でつくる」という目的に異を

唱える者はいません。その代わり、すべての中部っ子、すべて

の教職員が、「楽しそう」「やってみよう」と思える計画にしな

ければなりません。自分たちだけの「やりたい」だけでは、そ

れは達成できません。時間的なこと、会の内容、告知の方法やタイミング、ルール等を関係す

るみんなの意見を聞いて、対話して、修正しながら作り上げていきます。6年生の代表委員は、

それを根気よく続け、「六中

小ハロウィン」を見事に成功

させました。会場となった体

育館は、中部っ子と先生たち

の笑顔でいっぱいになりま

した。後期代表委員の今後の

活躍を期待しています。 

この様子は、本校ホームページにも載せてありますので、ぜひ御覧ください。 

ホーム＞今日の出来事＞令和5年度＞10/31 学校を楽しくするのは自分たち 六中小ハロウィン 

 

中部学区の人と人がつながるまつり ～六ツ美中部学区ツナグ秋まつり～ 

令和 5年 11月 12日（日）六ツ美中部学区社会教育委員会主催で、六ツ美中部学区ツナグ

秋まつりが、中部小で開催されました。後援は、六ツ美中部学区総代会、六ツ美中部小学校同

窓会。大抽選会、餅投げ大会、豪華景品ありのお楽しみブース、ステージ発表、スポーツイベ

ント、キッチンカーとお楽しみが盛沢山で、本当に多くの方が参加されていました。このよう

な大きなイベントを、ゼロから創り上げた六ツ美中部学区の結束

力と行動力に敬服します。午前の子どもまつりから引き続いて、

中部っ子もたくさん参加しており、最高の笑顔を見せていまし

た。やはり、子供たちは、地域のつながりの中で育つものだと思

いました。地域とともにある学校として、子供たちの笑顔がたく

さん見られるよう教育活動の充実に努めていきます。 

小学校の体育館とは思えない光景が広がる 

気づき、考え、実行した代表委員 

思いっきり楽しむことが参加者の役割 盛り上げることが中部小の一員としての役割 

これぞ中部学区の結束力！ 


